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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第33期
第３四半期
連結累計期間

第33期
第３四半期
連結会計期間

第32期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 8,582,093 3,180,008 10,982,111

経常利益 (千円) 88,918 162,937 178,728

四半期(当期)純利益 (千円) 49,531 136,882 68,553

純資産額 (千円) ― 3,270,641 3,420,464

総資産額 (千円) ― 9,909,402 9,992,225

１株当たり純資産額 (円) ― 293.98 322.59

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 4.45 12.30 6.47

潜在株式調整後１株当たり四半
期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) ― 33.01 34.23

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 177,500 ― 304,495

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 147,579 ― △ 705,198

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △ 123,388 ― 224,780

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,074,845 873,153

従業員数 (名) ― 866 833

(注)　１.当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については、

記載しておりません。　

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.平成20年４月１日付で、１株につき1.05株の割合をもって株式分割を行っております。

４.潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、第33期第３四半期連結累計期間及び第33期第

３四半期連結会計期間では潜在株式が存在しないため記載しておりません。同じく第32期について

も、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５.例年第３四半期連結会計期間は、年末特有の「おせち」特売商品売上があるため、それ以外の四半

期連結会計期間に比べ売上高が多くなる傾向があります。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の移動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況
平成20年12月31日現在

従業員数(名) 866(99)

(注) １.従業員数は就業人員であります。

２.従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間

換算）であります。　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 851(98)

(注) １.従業員数は就業人員であります。

２.従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日7.5時間

換算）であります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当社グループは生産活動を行っておりませんので、生産実績に代えて、仕入実績を記載しております。

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を商品別に示すと、以下のとおりであります。
　

商品別 仕入高(千円)

メニュー商品 1,258,726

特売商品 276,175

合計 1,534,901

(注) １．金額は、仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を商品別に示すと、以下のとおりであります。
　

商品別 販売高(千円)

メニュー商品

　レギュラーメニュー 2,527,214

　ヘルシーメニュー 137,830

小計 2,665,044

特売商品 494,440

業務用商品 20,523

合計 3,180,008

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

文中における将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

　

(1)経営成績の分析

当社グループでは、国産品を中心とした「安全で安心な食材」により、お客様に「健康とおいしさ」

をお届けし、常にお客様を第１に考え、顧客満足度の高いサービスの提供に努めております。

当第３四半期連結会計期間は、秋冬の最需要期に向けて様々な販売促進キャンペーン企画を実施して

まいりました。献立メニューについては「和食便り」を追加発売し、お客様の満足度アップと共に販売

単価アップにつなげております。また、他のメニューについても、食材本来の魅力を引き出すなどの工夫

を行い、健康でおいしい食生活の提案に励んでおります。

売上面では、主力のレギュラーメニュー売上高が25億27百万円となり、特売商品売上高は、年末の「お

せち特売」、「クリスマス特売」に早期受注を心掛けたこともあり４億94百万円と増加しております。

利益面では、売上総利益率は41.3％となっており、第１、第２四半期連結会計期間と比べ改善しており

ます。

また、販売費及び一般管理費については、売上増加に向けて積極的な拡販策を講じたことなどにより

費用が増加しており、売上高に対する比率は35.8％となっております。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、売上高は31億80百万円、経常利益は１億62百万円

となり、四半期純利益は、１億36百万円となっております。

　なお、当社グループの売上高は、年末特有の「おせち」特売商品売上がある第３四半期連結会計期間の

売上高が他の四半期連結会計期間に比べて多くなる傾向があります。

　

(2)財政状態の分析

資産の部では、前連結会計年度末に比べ現金及び預金が１億８百万円増加したものの、土地の売却に

よる減少99百万円、投資有価証券の評価替えや売却による減少52百万円等があり、資産合計は前連結会

計年度末に比べ82百万円減少の99億９百万円となっております。

負債の部では、前連結会計年度末に比べ買掛金が１億48百万円、長短の借入金が４億88百万円、預り金

が37百万円それぞれ増加したものの、社債が４億33百万円、前受金が97百万円それぞれ減少したこと等

により、負債合計は前連結会計年度末に比べ67百万円増加の66億38百万円となっております。

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ利益剰余金が１億24百万円減少したこと等により、純資産

合計は前連結会計年度末に比べ１億49百万円減少の32億70百万円となっております。

　

(3)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会

計期間末比２億50百万円増加し、10億74百万円となっております。

各キャッシュ・フローの状況と要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、営業活動の結果増加した資金は、３億６百万円となっておりま

す。これは、税金等調整前四半期純利益１億79百万円の計上、仕入債務の増加２億19百万円などによるも

のであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、投資活動の結果増加した資金は、６百万円となっております。こ

れは、主に定期預金の預入による支出10百万円や有形固定資産の取得による支出が15百万円あったもの

の、投資有価証券の売却や回収による収入33百万円などにより、資金が増加したことによるものであり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において、財務活動の結果使用した資金は、62百万円となっております。こ

れは、主に長短借入による収入２億56百万円があったものの、長期借入金の返済及び社債の償還による

支出２億28百万円、配当金の支払88百万円があったことなどによるものであります。
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(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は、８百万円であります。

　

(6)経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

利益面については、外国産食材に対する安全性への懸念を背景に食材の国産指向は強まっており、諸

材料価格の値上がりが予想されますが、引き続き献立メニューの改善や商材の厳選などにより粗利益率

の向上に努めてまいります。また、生産システムや営業システムの業務改善にも継続して取り組み、企業

体質を強化して利益増加に努めてまいります。

　

(7)資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社の資金状況については、「（3）キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。

　

(8)経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループは、資産の流動化を行うことにより、収益力の向上と財務体質の強化を図る方針であり、

そのために保有する遊休資産の見直しを行ってまいります。

その方針は具体的には、以下のとおりであります。

①　有利子負債の圧縮による財務体質の強化。

②　中長期的な経営戦略としての宅配事業における持続的な売上高の伸長の確保。すなわち、既存エリア

での販売力の強化及び周辺新規エリアへの販路拡大。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新

設、除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,000,000

計 30,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,856,66911,856,669

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株でありま
す。

計 11,856,66911,856,669― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年12月31日 ― 11,856,669 ― 1,148,010 ― 1,611,806

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― 単元株式数は1,000株であります。
普通株式 729,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 10,578,000 10,578 同上

単元未満株式 普通株式 549,669 ― ―

発行済株式総数 11,856,669― ―

総株主の議決権 ― 10,578 ―

　

② 【自己株式等】

平成20年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 名古屋市守山区向台
三丁目1807番地

729,000 ― 729,000 6.15
株式会社ショクブン

計 ― 729,000 ― 729,000 6.15

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 783 741 775 799 800 739 660 630 627

最低(円) 710 718 722 745 719 630 460 579 576

(注)　東京証券取引所市場第二部における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、以下のとおりであ

ります。
　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 取締役
塚本一郎 平成20年11月13日

（営業推進部長） （東京支社長）
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等

の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令

第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成

しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間(平成20年10

月１日から平成20年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12

月31日まで)の四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,465,307 1,356,519

受取手形及び売掛金 47,812 47,553

原材料及び貯蔵品 110,036 116,661

繰延税金資産 53,476 78,889

その他 56,618 35,973

貸倒引当金 △122 △122

流動資産合計 1,733,128 1,635,474

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 1,694,336

※１
 1,704,734

土地 5,676,443 5,776,347

その他（純額） ※１
 87,457

※１
 112,223

有形固定資産合計 7,458,237 7,593,305

無形固定資産

のれん 906 1,178

その他 57,851 61,013

無形固定資産合計 58,757 62,191

投資その他の資産

投資有価証券 326,402 379,237

繰延税金資産 44,109 41,831

その他 305,986 297,404

貸倒引当金 △17,220 △17,220

投資その他の資産合計 659,278 701,253

固定資産合計 8,176,273 8,356,750

資産合計 9,909,402 9,992,225

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 621,252 472,283

短期借入金 1,880,000 1,457,000

未払法人税等 16,805 58,352

賞与引当金 72,350 134,300

その他 1,477,601 1,794,014

流動負債合計 4,068,009 3,915,951

固定負債

社債 305,000 424,000

長期借入金 2,264,853 2,228,690

退職給付引当金 0 28

その他 898 3,091

固定負債合計 2,570,751 2,655,809

負債合計 6,638,761 6,571,760
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,148,010 1,148,010

資本剰余金 1,616,938 1,616,648

利益剰余金 967,094 1,091,405

自己株式 △443,366 △437,276

株主資本合計 3,288,676 3,418,786

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △18,035 1,677

評価・換算差額等合計 △18,035 1,677

純資産合計 3,270,641 3,420,464

負債純資産合計 9,909,402 9,992,225
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(2) 【四半期連結損益計算書】
　　 【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年12月31日)

売上高 8,582,093

売上原価 5,083,735

売上総利益 3,498,358

販売費及び一般管理費 ※１
 3,359,192

営業利益 139,165

営業外収益

受取利息 2,151

受取配当金 3,170

受取保険金 1,083

受取地代家賃 5,309

受取手数料 6,569

その他 2,221

営業外収益合計 20,505

営業外費用

支払利息 62,628

その他 8,124

営業外費用合計 70,752

経常利益 88,918

特別利益

固定資産売却益 13,667

投資有価証券売却益 16,703

特別利益合計 30,371

特別損失

固定資産売却損 15

固定資産除却損 3,040

特別損失合計 3,056

税金等調整前四半期純利益 116,233

法人税、住民税及び事業税 32,356

法人税等調整額 34,344

法人税等合計 66,701

四半期純利益 49,531
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　　 【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
  至 平成20年12月31日)

売上高 3,180,008

売上原価 1,864,101

売上総利益 1,315,907

販売費及び一般管理費 ※１
 1,137,120

営業利益 178,786

営業外収益

受取利息 632

受取配当金 1,366

受取保険金 12

受取地代家賃 1,414

受取手数料 2,177

その他 864

営業外収益合計 6,467

営業外費用

支払利息 21,668

その他 648

営業外費用合計 22,317

経常利益 162,937

特別利益

投資有価証券売却益 16,703

特別利益合計 16,703

特別損失

固定資産売却損 15

固定資産除却損 55

特別損失合計 71

税金等調整前四半期純利益 179,569

法人税、住民税及び事業税 14,245

法人税等調整額 28,442

法人税等合計 42,687

四半期純利益 136,882
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 116,233

減価償却費 131,681

長期前払費用償却額 593

賞与引当金の増減額（△は減少） △61,950

退職給付引当金の増減額（△は減少） △13,813

受取利息及び受取配当金 △5,321

支払利息 62,628

投資有価証券売却損益（△は益） △16,703

有価証券運用損益（△は益） 5,826

有形固定資産売却損益（△は益） △13,651

有形固定資産除却損 1,772

売上債権の増減額（△は増加） △258

たな卸資産の増減額（△は増加） 6,625

その他の流動資産の増減額（△は増加） △21,141

仕入債務の増減額（△は減少） 148,969

前受金の増減額（△は減少） △97,036

未払消費税等の増減額（△は減少） △7,271

その他の流動負債の増減額（△は減少） 63,119

小計 300,301

利息及び配当金の受取額 4,717

利息の支払額 △58,397

法人税等の支払額 △69,121

営業活動によるキャッシュ・フロー 177,500

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △12,197

定期預金の払戻による収入 104,200

有形固定資産の売却による収入 115,098

有形固定資産の取得による支出 △95,944

投資有価証券の取得による支出 △9,012

投資有価証券の売却による収入 27,010

投資有価証券の償還による収入 12,900

その他 5,524

投資活動によるキャッシュ・フロー 147,579

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 423,000

長期借入れによる収入 650,000

長期借入金の返済による支出 △584,697

社債の償還による支出 △433,000

自己株式の増減額（△は増加） △5,799

配当金の支払額 △172,891

財務活動によるキャッシュ・フロー △123,388

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 201,691

現金及び現金同等物の期首残高 873,153

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,074,845
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来最終仕入原価法による原価法によっておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成

18年７月５日）が適用されたことに伴い、最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収

益性低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。なお、この変更による営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

固定資産の減価償却費の算定方法

固定資産の年度中の取得、売却及び除却等の見積を考慮した予算に基づく年間償却予定額を期間按分

する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,305,726千円 ※１　有形固定資産の減価償却累計額は、1,195,327千円

　　であります。 　　であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、以下のとおりであります。

販売促進費 320,469千円

給料手当 1,709,842千円

福利厚生費 266,384千円

賞与引当金繰入額 55,250千円

退職給付費用 25,281千円

燃料水道光熱費 149,667千円

減価償却費 75,077千円

　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、以下のとおりであります。

販売促進費 114,779千円

給料手当 550,816千円

福利厚生費 90,125千円

賞与引当金繰入額 55,250千円

退職給付費用 8,535千円

燃料水道光熱費 45,190千円

減価償却費 24,948千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金 1,465,307千円

計 1,465,307千円

預入期間が3か月超の定期預金 △390,462千円

現金及び現金同等物 1,074,845千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式(株) 11,856,669

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式(株) 731,391

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 84,825 8 平成20年３月31日 平成20年６月30日

平成20年10月30日
取締役会

普通株式 利益剰余金 89,017 8 平成20年９月30日 平成20年11月28日

　
　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間末後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株式資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はありません。

　

(セグメント情報)

　

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

同一セグメントに属する「食品事業」を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため、該当

事項はありません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累

計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(有価証券関係)

　

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約残高等は、前連結会計年度の末日と比較して著し

い変動がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

293.98円 322.59円

（注） １．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,270,641 3,420,464

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― ―

　（うち新株予約権(千円)） （―） （―）

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結
会計年度末）の純資産額(千円)

3,270,641 3,420,464

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半
期連結会計期間末（連結会計年度末）の普通
株式の数(株)

11,125,278 10,603,132

２．当社は平成20年４月１日付で普通株式１株につき1.05株の株式分割を行っておりま

　　す。当該株式分割が前期首に行われたと仮定した場合の前連結会計年度末における

　　１株当たり純資産額は307.23円となります。

　

２　１株当たり四半期純利益

当第３四半期連結累計期間

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 4.45円

（注） １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記

　　載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期純利益(千円) 49,531

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 49,531

普通株式の期中平均株式数(株) 11,129,256
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当第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 12.30円

（注） １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記

　　載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期純利益(千円) 136,882

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 136,882

普通株式の期中平均株式数(株) 11,126,194

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理

を行っておりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は、前連結会計年度末に比べ

著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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２【その他】

　

平成20年10月30日開催の取締役会において、第33期の中間配当を以下のとおり行うことを決議しており

ます。

　

中間配当金の総額 89,017,856円

１株当たりの中間配当金 ８円

支払請求権の効力発効日及び支払開始日 平成20年11月28日

　

（注）　平成20年９月30日現在の株式名簿及び実質株式名簿に記載または記録された株主もしくは登録株

式質権者に対して、支払いを行うものであります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成21年２月５日

株式会社ショクブン

取締役会　御中

　

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員 公認会計士　　水　野　信　勝　　印

　

指定社員
業務執行社員 公認会計士　　石　倉　平　五　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ショクブンの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ショクブン及び連結子会社の平成20

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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